
 
毎月の河川敷整備作業             ホタル生育勉強会「ホタルの卵だよ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．Ｂ．Ｑ大会、昔々の「火おこし」に挑戦 さあ、たくさん食べて 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

状況写真（写真説明）             状況写真（写真説 
 

 

「変わる七瀬川を歩こう」ダム湖の底仮排水路見学    花火の前のお楽しみ会「川の歌ミニコンサート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 筑後川まるごと博物館運営委員会

２ 事 業 名 称 筑後川の船上から見て語る昭和 年大水害 年目の現場と写真展

３ 実 施 日 時 年 月～ 年 月

４ 実 施 場 所 福岡県久留米市内筑後川

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

第１回広報開始 年 月～

第１回クルーズ 当日 大雨のため 月に延期

昭和２８年大水害写真展第１回 ～ 人

第２回広報開始 月～

第２回クルーズ 実施 人

第３回クルーズ 実施 人

昭和２８年大水害写真展第２回 ～ 人

（事業実施効果）

① 写真展はクルーズ実施日の前後にかけて乗船場近くの「くるめウス」に

おいて実施した。乗船客の他来館者が興味深く観賞していた。写真には

体験者の証言が書いてあり、当時の様子が生々しく伝わっていた。また、

クルーズの航路にある場面の写真もあり、乗船者には良く理解できた。

② クルーズは、 月が大雨のため延期し、 月に 日にわたって実施した

が、２日とも乗船客はほぼ満員だった。高齢者を中心に、学生や子ども

連れもあり、船内で行った大水害の解説や証言の聞き語りは、体験して

いない若い人にも伝えることができた。航路上の当時の写真も掲示した

ので、参加者は現地と比較できてわかりやすかったと好評だった。

③ 川の上から見ると、堤防の高さと水害時の水の高さがよくわかった。

６ 参 加 内 訳

総人数 名

（１）主催者参加 事務局、スタッフ 名

（２）日本人参加（（１）を除く） 写真観覧者含む 名

（３）外国人参加（（１）を除く） 名

７ 今 後 の方 針

今年度は、昭和 年大水害から 周年で初めて実施したが、船上で行う

水害の解説は、水位の高さ水の勢い、水量のすごさなどが実感としてわか

りやすいことがわかった。いつ起きるともわからない水害への備えは常に

行うべきで、人々にその心構えを伝えるこの活動は今後も継続していかな

ければならないと強く思われた。

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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平成２５年度様式 

状況写真 状況写真

（ 月 昭和 年大水害写真展） （ 久留米の歴史探検クルーズ・水害を語る

 

状況写真 状況写真

（ 久留米の歴史探検クルーズ・水害を語る） （ ～ 月 昭和 年大水害写真展） 

状況写真 状況写真

（ 久留米から河口クルーズ・水害を語る） （ 久留米から河口クルーズ・水害を語る）

 

平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 縫ノ池湧水会

２ 事 業 名 称 縫ノ池湧水の保全と地域活性化事業

３ 実 施 日 時 平成２５年４月１日 ～ 平成２６年３月３１日

４ 実 施 場 所 佐賀県杵島郡白石町大字湯崎地内 縫ノ池

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

４０年ぶりに復活した湧水を守り、自然環境の保全やイベント開催で地域

活性化に向かった活動を地区内の子供から大人まで全員参加で実施。

・環境整備事業

湧水会全員での池清掃作業や花いっぱい運動で縫ノ池を飾る。

・広報活動

水環境団体の会議や発表会に参加して活動の紹介を行う

チラシ配布でイベント案内、湧水の水質検査を掲示板で公表

・地域の人達との交流活動

湧水を使った茶会、子供たちを対象にした釣大会や生き物調査の実施

池の周りにキャンドルを並べて水面に映る灯りで水環境を考える。

（事業実施効果）

・地区全員が会員の湧水会活動は、活動の継続により、多くの人達の参加

で地域の人達との交流ができ、地域活性化に向かった効果が表れている。

・地域の子供たちを対象にした活動で、縫ノ池の歴史や水辺での体験学習

が出来ており環境への意識が向上し、青少年の健全育成に役立っている。

・活動を続けることで、水の大切さ、自然環境の保全、歴史文化や故郷を

大事にする心、地域コミュニティーの形成などの意識が向上している。

・佐賀県遺産の認定や新聞報道で自然景観や湧水を求めて訪れる人が多い

・湧水復活は地下水を地表水に転換した表れで公共事業の必要性を説明

６ 参 加 内 訳

総人数 約８００名 水汲み者は約１５０名／日

（１）主催者参加 ２０ 名

（２）日本人参加（（１）を除く） ８００ 名

（３）外国人参加（（１）を除く） 名

７ 今 後 の方 針

活動を続けることが地域の活性化につながるので、今後も湧水を守り自然

環境の保全や年間を通してイベントを開催し地域の皆さんとの交流を図っ

ていきます。特に次世代を担う子どもたちが多く多く参加できるように水

辺での体験学習を取り入れ、水の大切さや生き物を大事にすること、水環

境の大切さを教えて行きます。

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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